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１．はじめに 

小田原市は神奈川県の西部、相模湾沿岸に位置する人口 19 万の市である。神奈川

県の方言は西関東方言に属し、日野資純（1965）の分類によると神奈川県南部方言

にあたる。東京に隣接するという地理的環境から、共通語（東京方言）に近いと思

われていたせいか、小田原市を含む神奈川県南部方言の先行研究は少なく、特にア

クセントに関する分野はこれまでの研究は十分ではない。      
本稿では、小田原市方言のアクセント体系と、古相の保持という実態を述べる。  

 
２．本稿で用いる表記について 

音声の表記には基本的にカタカナを用いる。アクセントについては高い拍をゴシ

ック体、低い拍を明朝体で表記した。音韻論的解釈は / /で囲み、拍を○で、アク

セントの「下がり目」を  ］で示した。母音が無声化している拍についてはひらがな

で示した。  
 

３．調査について 

本稿では平成 24 年 5 月〜平成 24 年 12 月と平成 25 年 6 月～7 月に、いずれも神

奈川県小田原市で行った調査の結果について述べる。  
 

３．１ 調査方法 

調査は、調査票の読み上げの方式で行った。名詞は、項目語単独の読み上げのの

ち、それぞれの語に助詞（が、に、を等）をつけた短文を作ってもらった。なお、

後続する助詞・助動詞については一部の名詞を抜粋して確認のための調査を行った。

動詞と形容詞については、言い切りの終止形のほかに、活用例を示しそれに倣い活

用をしてもらい、必要があれば短文を作ってもらった。  
 

３．２ 話者 

老年層話者として以下の話者の発音を調査した。本稿では昭和３年生まれの女性

の話者の発音について主に述べる。また、比較対象として、昭和 63 年生まれの男性

の発音の調査結果も用いる。  
1922（大正 11）年、小田原市本町生まれ。女性。自営業。外住歴 30～32 歳鹿児

島県。  
1928（昭和 3）年、小田原市水之尾生まれ。女性。無職。外住歴なし。  
1939（昭和 14）年、小田原市本町生まれ。女性。自営業。外住歴なし。  
1988（昭和 63）年、小田原市小八幡生まれ。男性。学生。外住歴なし  
 

３．３ 調査語例 

語例は主に平山輝男 (1957)所収の「類別語彙表」に掲載の語を中心に、秋永一枝
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（1981）、馬瀬良雄・佐藤亮一（1989）、佐藤亮一（1990）アクセントの変化やかつ

て存在した発音に関して言及のある語を加えた。また、本稿では尾高型のアクセン

トで発音される語を特に扱うため、平山輝男（1940）所収の「東京アクセント語例」

で尾高下型に分類されている語例も加えた。調査後数は約 1800。  
 
４．小田原市方言のアクセント体系 

共通語のアクセントと同様、「下がり目」の有無、そしてその位置が弁別的特徴で

あり、その対立は n 拍の語に対して n+1 種ある（表１）。以下、動詞・名詞・形容

詞のアクセントについてそれぞれ述べる。  
 
表 1：小田原市方言のアクセント体系  

拍 音韻論的解釈 語例 

1 
/○/ 蚊、名 

/○]/ 世、矢、絵 

2 

/○○/ 飴、人、行く、着る 

/○○]/ 石、足、昼、 

/○]○/ 雲、跡、秋、鯉、会う、来る、良い 

3 

/○○○/ 田舎、桜、畑、油、兎、鯨、上がる、運ぶ、遠い 

/○○○]/ 夕べ、力、男、とさか 

/○○]○/ 五つ、乙女、余る、生きる、熱い 

/○]○○/ 緑、二十歳、嵐、命、狸、蚕、青葉、帰る 

4 

/○○○○/ 合い鍵、従う、悲しい 

/○○○○]/ 朔日 

/○○○]○/ 玉葱、悲しむ、集める、うつむく、尊い、詳しい 

/○○]○○/ 朝顔 

/○]○○○/ 音楽 

5 

/○○○○○/ 相手方、酔っ払う 

/○○○○○]/ 消防署 

/○○○○]○/ 寝ずの番、思い立つ 

/○○○]○○/ 縁の下 

/○○]○○○/ 相撲取り 

/○]○○○○/ カーニバル 

 

４．１ 名詞 

４．１．１ 一拍名詞 

音韻論的解釈で /○ /と表記される「下がり目」のない平板型と /○ ]/の起伏型の２

つのアクセントの型がある。  
 
平板型  音韻論的解釈 /○ /  

（例）  ナ（名）  ナオ ナス（名を成す）  
語例：  柄（え）、蚊、毛、子、血、戸、帆、実、身【第１類】  

名、葉、日（一日）、日（太陽）、藻【第２類】  
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起伏型  音韻論的解釈 /○ ]/ 
（例）  ナ（菜）  ナオ ツム（菜を摘む）  

語例：  世【第１類】 矢【第２類】 絵、尾、木、酢、田、手、菜、荷、  
根、野、火、穂、芽、目、湯、夜、輪【第３類】 巣、粉  

 

４．１．２ 二拍名詞 

/○○ /と表記される平板型と、 /○○ ]/の尾高型、 /○ ]○ /の頭高型の３つのアクセ

ントの型がある。平板型と尾高型の例で示したように、１拍目と２拍目の間に「下

がり目」のない語は、例のように１拍目よりも２拍目の方が高いピッチで発音され

る。  
 
平板型  音韻論的解釈 /○○ / 

 （例）  アメ（飴）  アメオ ナメル（飴をなめる）  
語例：  飴、蟻、烏賊、牛、梅、枝、海老、顔、柿、風、金（かね）、壁、釜、雉、

傷、桐、霧、釘、口、首、腰、酒、笹、里、皿、杉、鈴、裾、底、滝、竹、

塵、爪、虎、鳥、庭、布、箱、端（はし）、鼻、羽、髭、膝、水、道【第１

類】飽き、灰汁（あく）、上、魚（うお）、黄身、小手、これ、沢（尾高型も）、

鋤、杉、虹、蔦、韮、人、峰、元、槍  
尾高型  音韻論的解釈 /○○ ]/  

 （例）  イワ（岩）  イワニ ノボル（岩に上る）  
語例：  石、岩、歌、音、紙、川、北、旅、寺、梨、夏、橋、旗、肘、冬、町、胸、

村、雪【第２類】足、網、泡、家、池、犬、色、腕、馬、裏、鬼、鍵、髪、

瓶、岸、草、櫛、靴、倉、栗、事、竿、坂、塩、炭、月、土、波、縄、糠、

蚤、花、骨、山、綿【第３類】顎（あご）、麻、痣、仇（あだ）、明日（あす）、

畦（あぜ）、穴、綾、毬（いが）、一、芋、飢え、蛆、腕、垣、熊、弦、昼な

ど  
頭高型  音韻論的解釈 /○ ]○ / 

 （例）  アメ（雨）  アメガ フル（雨が降る）  
語例：  斧、神、雲【第３類】跡、粟、息、糸、稲、今、臼、海、瓜、奥、帯、笠、

糟、数、肩、鎌、絹、錐、屑、空、種、箸、針、松、麦【第４類】秋、汗、

雨、鮎、桶、陰、蜘蛛、声、猿、露、鶴、春、鮒、窓、婿、夜【第５類】益、

老い、鯉、琴、稚児、香具師（やし）、唾（つば）、友、母、文（ふみ）、美

濃、見目、酔い  
 

４．１．３ 三拍名詞 

平板型と、尾高型、中高型、頭高型の四つの型の対立がある。  
 
平板型  音韻論的解釈 /○○○ / 

 （例）  アクビ（欠伸）  アクビオ スル  
語例：  筏、田舎、鰯、飾り、霞、形、鰹、着物、鎖、轡（くつわ）、車、煙、仔牛、

氷、小山、衣、魚、姑、印、使い、机、隣、膠、寝言、初め、鼻血、庇、額、

羊、瞳、南、都、昔、鎧【第１類】間、桜、翼、釣瓶、蜥蜴、扉、百足【第

２類】・黄金、小麦、岬（頭高も）・【第３類】鼬、瓦、拳、畑【第４類】・油
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（中高も）、簾（すだれ）、襷（尾高も）【第５類】・兎、鰻、狐、雀、背中、

鼠、裸、雲雀、誠、操、蚯蚓（みみず）【第６類】・後ろ、鯨、薬、盥【第７

類】秋蚕、家路、生き餌、泉、五日、居場所、いわく、鵜飼い、浮名、うろ

こ、しこ名、大豆、茶釜、円ら、手合い、手負い、手斧、豆腐（尾高型も）、

土蔵、土鍋、七日、版木、蹄、三日…  
尾高型  音韻論的解釈 /○○○ ]/ 

 （例）  アズキ（小豆）  アズキオ ニル  
語例：  錨【第１類】・小豆、二つ、二人、夕べ【第２類】・力【第３類】  

頭（あたま）、戦、恨み、扇、男、面、女、鏡、仇（かたき）、刀、暦、宝、

袴、鋏、林、東、光、響き、袋、仏、筵【第４類】合間、明日、汗疹、頭、

泡（あぶく）、余り、歩み、袷（あわせ）、足蹴、痛み、祈り、鼾、動き、唸

り、うねり、恨み、絵描き、落ち目、男、覚え、表、泳ぎ、女、帰り、限り、

鉋（かんな）、節句、雑煮、たらこ、俵、鼓、唾（つばき）、紬、剣、とさか、

とぐろ、囃子、鞴（ふいご）、もやし…  
中高型  音韻論的解釈 /○○ ]○ / 

（例）  ココロ（心）  ココロガ アル  
語例：  五つ、思い、境【第４類】朝日、油、心、柱【第５類】阿呆、覚え（尾高も）、

乙女、垣根、掛け値、頭（カシラ）、狂い、栄螺（頭高も）、硯、備え、つつ

じ、堤、涙（頭高も）、柱（尾高も）、控え（尾高も）、迷い、報い、眼鏡（平

板・頭高も）、求め、別れ（尾高も）、山葵（頭高も）  
頭高型  音韻論的解釈 /○ ]○○ / 

（例）  エクボ（靨）  エクボガ デキル  
語例：  靨、緑【第Ⅱ類】・鮑、栄螺、二十歳、岬（平板も）【第３類】嵐、紅葉、蕨

（わらび）【第４類】命、鰈、胡瓜、石榴、姿、涙、錦、枕、眼【第５類】

烏、高さ、狸【第６類】・蚕、兜、便り、椿、病【第７類】青葉、梓、在り

か、育児、演歌、落ち度、女形、快癒、学位、渦中、鹿の子、眼科、苦難、

古式、賜杯、酒乱、巣箱、高み、ちょうちょ、手引き…  
 

４．１．４ 四拍名詞 

平板型と、尾高型、語の四拍目の前に「下がり目」のある中二高型、三拍目の前

に「下がり目」のある中一高型、そして頭高型の四つの型の対立がある。  
 
平板型  音韻論的解釈 /○○○○ / 

 （例）  アジツケ（味付け）  アジツケガ コイ（味付けが濃い）  
語例：  合鍵、秋茄子、悪名、味付け、後釜、後作、後厄、雨脚、網打ち、網元、飴

玉、誤り、荒行、家柄、生き馬、生け捕り、生贄、居心地、一群、一芸、一

言、一存、居所、忌み明け、岩陰、伺い、浮雲、受け入れ、受け持ち、後ろ

手、薄絹、薄切り、疑い、腕づく、海鳴り、梅干し、裏付け、疫病、炎熱、

大味、大入り、大受け、大口、大馬鹿、大幅、大持て、大本、奥書、奥付、

奥行、行い、叔父さん、面差し、親元、音曲（オンギョク）、音信、顔出し、

顔向け、掛け金、塊…  
尾高型  音韻論的解釈 /○○○○ ]/ 

 （例）  アシドメ（足止め）  アシドメオ クー（足止めを食う）  
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語例：  あくる日、集まり、誤り、一月（いちがつ）、一日（いちにち）、一刻、一冊、

一隻、一匹、妹、襟元、弟、書き方、金貸し、金持ち、鎌倉、紙入れ、気の

毒、食い物、草臥れ（くたびれ）、九日、断り、酒飲み、塩漬け、塩焼き、

正月、尻込み、贅沢、造作、一日（ついたち）、道楽、戸袋、長生き、長持、

縫い物、能書き、半年、昼過ぎ、綻び、骨折り、水入れ、水差し、耳鳴り、

餅つき、物置、物差し、物知り、欲張り、喜び、六月、我儘、綿入れ…  
中二高型  音韻論的解釈 /○○○ ]○ / 

（例）  アマガサ（雨傘）  アマガサオ サス（雨傘を差す）  
語例：  雨傘、荒海、打ち水、大雨、大声、柿の木、杉の木、蒸籠（せいろう）、先

生、竹箸、玉葱、冬瓜、年ごと、泣き声、箸置き、鼻水、花婿、半ドア、表

情、豆粒、油菜、猪、付き合い、連れ合い、頬杖…  
中一高型  音韻論的解釈 /○○ ]○○ / 

（例）  アサガオ（朝顔）  アサガオガ サク（朝顔が咲く）  
語例：  汗ふき、尼寺、編み物、雨降り、稲刈り、渦巻き、卯の花、襟巻き、折り紙、

駆け引き、国々、市役所、凧揚げ、近道、茶道具、綴じ糸、二次会、練り物、

春風、人々、紫、持ち味、物事、山鳥、山吹…  
頭高型  音韻論的解釈 /○ ]○○○ / 

（例）  カミサマ（神様）  カミサマニ イノル（神様に祈る）  
語例：  一切、いんちき、エプロン、オアシス、おちおち、音楽、各国、神様、眼中、

館長、艦長、蝙蝠（こうもり）、椎茸、素人、シロップ、相続、大病、蛋白、

たんぽぽ、忠孝、ちょうちょう、直後、勅使、討論、どんぐり、年内、氷点

…  
 

４．１．５ 母音の無声化による「下がり目」の移動 

起伏型で発音される語で、「きカラオチル」（木から落ちる）のように母音の無声

化が生じる音環境（無声子音の間に狭母音 [i]や [ɯ]が挟まれる）のもと発音する場合、

きカラ オチルのようにアクセントの「下がり目」が移動する場合がある。ただし、

無声化が起きる全ての場合で「下がり目」が移動するわけではなく、無声化してい

るにもかかわらず「下がり目」が移動しないケースも多く観察された。どのような

場合で「下がり目」の移動が生じるかは今後の課題とする。  
（例）キガ → きカラ オチル（木から落ちる）  

トキガ →トきト バーイニ ヨル（時と場合による）  
 

４．１．６ 長音・撥音を含む語 

２拍目が長音・撥音で、直後に「下がり目」の無い語は、１拍目から高い。ただ

し、京阪式のアクセントに見られるような高起式のアクセントとは異なり、特に 2
拍目が撥音の場合は１拍目と 2 拍目の間にわずかな上昇がある場合もある。  

（例）ノー（能）  ノーオ ミル（能を見る）  
 ネン（念）  ネンオ オス（念を押す）  
尾高型で発音された語で、２拍目が撥音の語は観察されなかった。「モノ」（物・

者）の２拍目の「ノ」が撥音化した「モン」は頭高型で発音される。  
（例）モノガ（者）→ワタシワ コーユー モンデス（私はこういう者です）  
また、長音の後に「下がり目」がある語例は、「カワ」（川）をややぞんざいに発
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音したときの「カー」のような語中の [w]が脱落した語例でのみ観察された。これは

本来の「川」の尾高型のアクセントが保たれているものと思われる。  
（例）カワ [kawa]ガ → カー [ka:]ガ ナガレル  
長音・撥音の前に「下がり目」がある語は他の語のアクセントと同様高低の差が

ある。  
（例）ゾー（象）  ゾーガ イル（像がいる）  
 語例：Ａ（エー）、紀伊（地名）、地位、十  
 アン（案）  アンオ  ダス（案を出す）  

語例：運、縁、缶、銀、パン、ピン．．．  
 

４．２ 動詞 

４．２．１ 二拍動詞 

平板型と起伏型の型の対立がある。  
 

平板型  （例）イク（行く）  
語例：  産む、売る、追う、置く、押す、貸す、聞く、汲む、消す、咲く、敷く、死

ぬ、知る、吸う、空く、散る、継ぐ、積む、突く、釣る、飛ぶ、泣く、鳴る、

塗る、抜く、乗る、張る、引く、拭く、減る、巻く、増す、揉む、止む、遣

る、言う、割る【第１類 A】着る、する、煮る、寝る【第１類 B】  
起伏型  （例）  アウ（会う）  
語例：  刈る、添う、【第１類 A】  

会う、編む、打つ、書く、勝つ、噛む、切る、食う、蹴る、漕ぐ、刺す、住

む、剃る、立つ、取る、縫う、脱ぐ、練る、飲む、這う、吐く、吹く、降る、

干す、掘る、蒔く、待つ、漏る、読む【第２類 A】来る、出る、見る【第２

類 B】  
 

表２：二拍五段動詞の活用形のアクセント  

型
語

例  
終止・連体  未然・意向  連用・音便  仮定・命令  

起

伏  
置

く  

オク  
オくソーダ  
オクラシー  
オくトキガ  
オくコトガ  
オクノガ  
オくホーガ  
オクベーカ  

オカナイ  
オカナカッタ  
オカセル  
オカレル  
オコー  

オきタイ  
オキマス  
オキニユク  
オきソーダ  
オイタ  
オイテ  
 

オケバ  
オケ  
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平

板  
書

く  

カく  
カくソーダ  
カクラシー  
カくトキガ  
カくコトガ  
カクノガ  
カくホーガ  
カクベーカ  

カカナイ  
カカナカッタ  
カカセル  
カカレル  
カコー  

カきタイ  
カキマス  
カキニユク  
カきソーダ  
カイタ  
カイテ  
 

カケバ  
カケ  

 

４．２．２ 三拍動詞 

平板型と起伏型（中高型・頭高型）の型の対立がある。  
 
平板型  （例）  アソブ（遊ぶ）  
語例：  上がる、当たる、浮かぶ、歌う、送る、飾る、変わる、嫌う、削る、探す、

探る、沈む、慕う、進む、並ぶ、握る、運ぶ、巡る、ゆずる【第１類 A】・

明ける、植える、借りる、枯れる、消える、捨てる、染める、腫れる、負け

る、燃える、与える、重ねる、並べる、始める【第１類 B】運ぶ、違う【第

２類 A】叱る、噎せる  
中高型  （例）  アルク（歩く）  
語例：  余る、祈る、祝う、動く、移る、恨む、起こす、落とす、思う、乾く、崩す、

砕く、曇る、縛る、叩く、頼む、作る、包む、詰まる、照らす、懐く、悩む、

習う、憎む、濁る、ひがむ、光る、許す、隠す【第２類 A】生きる、起きる、

落ちる、掛ける、覚める、建てる、付ける、溶ける、撫でる、逃げる、晴れ

る【第２類 B】怒る、襲う、竦（すく）む、辿る、噤（つぐ）む、名指す、 
頭高型  （例）  カエル（帰る）入る【第２類 A】通る  
 

表３：三拍五段動詞の活用形のアクセント  

型  
語

例  
終止・連体  未然・意向  連用・音便  仮定・命令

平

板  
遊

ぶ  

アソブ  
アソブソーダ  
アソブラシー  
アソブトキガ  
アソブコトガ  
アソブノガ  
アソブホーガ  
アソブベーカ  

アソバナイ  
アソバナカッタ  
アソバセル  
アソバレル  
アソボー  

アソビタイ  
アソビマス  
アソビニユク  
アソビソーダ  
アソンダ  
アソンデ  
 
 

アソベバ  
アソベ  
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中

高  
動

く  

ウゴク  
ウゴくソーダ  
ウゴクラシー  
ウゴくトキガ  
ウゴくコトガ  
ウゴクノガ  
ウゴくホーガ  
ウゴクベーカ  

ウゴカナイ  
ウゴカナカッタ  
ウゴカセル  
ウゴカレル  
ウゴコー  

ウゴきタイ  
ウゴキマス  
ウゴキニユク  
ウゴきソーダ  
ウゴイタ  
ウゴイテ  
 

ウゴケバ  
ウゴケ  

頭

高  
帰

る  

カエル  
カエルソーダ  
カエルラシー  
カエルトキガ  
カエルコトガ  
カエルノガ  
カエルホーガ  
カエルベーカ  

カエラナイ  
（カエンナイ）  
カエラナカッタ  
（カエンナカッタ）

カエラセル  
カエラレル  
カエロー  

カエリタイ  
カエリマス  
カエリニーク  
カエリソーダ  
カエッタ  
カエッテ  

カエレバ  
カエレ  

 

４．２．３ 四拍動詞 

平板型と起伏型（中高型）の対立がある。特に若年層で起伏型への統合が進んで

いるが老年層では対立が保たれている語が多い。  
 

平板型  （例）  シタガウ（従う）  
語例：  窺う、疑う、従う、養う【第 1 類 A】・与える、重ねる、並べる、始める【第

１類 B】、編み出す、打ち抜く、掲げる、切り込む、動じる、取り持つ、封

ずる、めり込む  
中高型  （例）  オドロク（驚く）  
語例：  余る、嘲る、悲しむ【第１類 A】・表す、驚く、喜ぶ【第２類 A】・集める、

数える、調べる、助ける、流れる、離れる、隠れる【第２類 B】・うつむく、

潰える、うっちゃる  
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表４：四拍五段動詞の活用形のアクセント  

型  語

例  
終止・連体  未然・意向  連用・音便  仮定・命令

平

板  
従

う  

しタガウ  
しタガウソーダ  
しタガウラシー  
しタガウトキガ  
しタガウコトガ  
しタガウノガ  
しタガウホーガ  
しタガウベーカ  

しタガワナイ  
しタガワナカッタ  
しタガワセル  
しタガワレル  
しタガオー  

しタガイタイ  
しタガイマス  
しタガイニユク  
しタガイソーダ  
しタガッタ  
しタガッテ  

しタガエバ

しタガエ  

中

高  
表

す  

アラワス  
アラワすソーダ  
アラワスラシー  
アラワすトキガ  
アラワすコトガ  
アラワスノガ  
アラワスホーガ  
アラワスベーカ  

アラワサナイ  
アラワサナカッタ  
アラワサセル  
アラワサレル  
アラワソー  

アラワしタイ  
アラワシマス  
アラワシニユク  
アラワしソーダ  
アラワしタ  
アラワしテ  
 

アラワセバ

アラワセ  

 
４．３形容詞 

４．３．１  二拍形容詞 

2 拍の形容詞のアクセントは全て頭高型である。  
（例）コイ（濃い）  
語例：無い、良い（よい・いい）、濃い、酸い  
 
表５：２拍形容詞の活用形のアクセント  

型  
語

例  
終止・連体  未然  連用  仮定  

起

伏  
良

い  

ヨイ（イーとも）  
ヨイソーダ  
ヨイヨーダ  
ヨイラシー  
ヨイトキガ  
ヨイコトガ  
ヨイノガ  
ヨイホーガ  

ヨカロー  ヨカッタ  
ヨクナル  
ヨクナイ  
ヨくテ  
ヨサソーダ  

ヨケレバ  
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４．３．２ 三拍形容詞 

3 拍の語には平板型と起伏型の対立がある（後述）。  
 

５．古相の保持 

今回行った調査により、小田原市方言の老年層話者のアクセントにいくつかの特

徴を観察することができた。そして、それらの特徴は、東京方言のアクセントに関

する先行研究で言われている伝統的なアクセントの特徴と重なる部分が多くあった。

そこで、以降に東京方言アクセントの古相と考えられる特徴を述べる。  
 

５．１ 三拍名詞の中高型のアクセント 

秋永一枝（1981）に「古くは所属語彙も少なくなかったが、多く頭高型（青葉・

朝日・黄粉…）に転向し、（後略）」とある。老年層話者を対象とした調査では、以

下の語で中高型のアクセントが観察できた。  
語例：  アサヒ（朝日）、アブラ（油）、オボエ（覚え）、カキネ（垣根）、カ

ケネ（掛け値）、カシラ（頭）、クルイ（狂い）、ココロ（心）、サザエ（栄螺）、ス

ズリ（硯）、ソナエ（備え）、つツジ（躑躅）、つツミ（堤）、ナミダ（涙）、ハシラ

（柱）、ひカエ（控え）、マヨイ（迷い）、ムクイ（報い）、メガネ（眼鏡）、モトメ

（求め）、ワカレ（別れ）、ワサビ（山葵）  
 

５．２ 多拍語の頭高型のアクセント 

東京方言アクセントの古相の例の一つである、五拍以上の語にみられる頭高型の

アクセントは、数は少なかったものの、以下の語で観察された。  
カマイタチ（鎌鼬）、ノビチジミ（伸び縮み）、ヒージーサン（ひい爺さん）、ヒ

ーバーサン（ひい婆さん）、ヒロコージ（広小路：地名）、マツノウチ（松の内）  
 

５．３ 動詞の同音異義語のアクセント 

同音異義語「拭く」・「吹く」や「突く」・「着く」は、現代の東京方言では活用形

のアクセントで同じように発音される場合がある。小田原方言の話者では一部で揺

れがみられたものの、おおむね対立が保たれており、伝統的なアクセントを保持し

ているといえる。  
 
表６：「拭く」・「吹く」の活用形のアクセント  
語

例  
終止・連体  未然  連用  仮定・命令  

拭

く  

ふク  
ふクソーダ  
ふクラシー  
ふクトキガ  
ふクコトガ  
ふクノガ  
ふクホーガ  
ふクベーカ  

ふカナイ  
ふカナカッタ  
ふカセル  
ふカレル  
ふコー  

ふきタイ  
ふキマス  
ふキニユク  
ふきソーダ  
フイタ  
フイテ  

ふケバ  
ふケ  
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吹

く  

ふク  
ふクソーダ  
ふクラシー  
ふクトキガ  
ふクコトガ  
ふクノガ  
ふクホーガ  
ふクベーカ  

ふカナイ  
ふカナカッタ  
ふカセル  
ふカレル  
ふコー  

ふきタイ  
ふキマス  
ふキニユク  
ふきソーダ  
フイタ  
フイテ  

ふケバ  
ふケ  

 

５．４ 形容詞の２つの型の保持 

形容詞のアクセントは、東京方言では起伏型への統合が進んでいる。小田原市方

言の老年層話者を観察したところ、３拍の形容詞については形容詞単独の発音だけ

でなく、活用形のアクセントでも平板型と起伏型の対立が観察された。なお、起伏

型の形容詞の連用形と仮定形のアクセントは、もっとも伝統的な頭高型と比較的新

しい中高型とで揺れが観察された。  
 
平板型 /○○○ / 赤い、浅い、厚い、甘い、荒い、薄い、遅い、重い、固い、

軽い、暗い、遠い  
起伏型 /○○ ]○ / 熱い、多い、黒い、白い、高い、近い、強い、長い、早い、

低い、深い、古い、弱い  
 
表７：３拍形容詞の活用形のアクセント  

型  
語

例  
終止・連体  未然  連用  仮定  

平

板  
赤

い  

アカイ  
アカイソーダ  
アカイラシー  
アカイトキガ  
アカイコトガ  
アカイノガ  
アカイホーガ  

アカカロー  アカカッタ  
アカクナル  
アカクナイ  
アカくテ  
アカソーダ  

アカケレバ  

起

伏  
黒

い  

クロイ  
クロイソーダ  
クロイラシー  
クロイトキ  
クロイコト  
クロイノガ  
クロイホ－ガ  

クロカロー  
 

クロカッタ  
（クロカッタ）  
クロクナル  
クロクナイ  
（クロクナイ）  
クロくテ  
（クロくテ）  
クロソ－ダ  

クロケレバ  

 
６．まとめ 

本稿では神奈川県小田原市方言の老年層のアクセントの体系を記述し、調査結果
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のうち、東京方言アクセントの古相と思われるいくつかの特徴を述べた。  
冒頭でも述べたとおり、神奈川県内の方言はこれまであまり調査がされてこなか

った地域であり、その方言を記述すること自体が意義を持つ。小田原市方言のアク

セントの体系は、東京方言アクセントと同様、ｎ拍に対し n＋１種のアクセントの

型の対立があった。古相を保っている例として名詞・動詞・形容詞の別にいくつか

の事象を報告した。その中では、明らかに東京方言のアクセントの古相を残してい

るように思われる例もあったが、古相を一部で保ちつつもすでに変化が生じている

ものもあった。今後の変化を観察していくためにも、伝統的な方言の記述を急ぎた

い。  
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